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直に統合した体制をつくりあげてブロイラ一生産

の近代化を実現し，後発の発展途上諸国ないし飼

料・労働のコスト面で両国が比較優位を有する日

本，西欧等の先進国市場への輸出も開始された。

小稿の目的は，

はじめに

I ブロイラー産業界の概観

II 販路強大に支えられた鶏肉生産の成長

田 ブロイラー生産の垂直統合

おわりに

ブラジルにおいてブロイラー産

業が急速に発展した要因を詳細に検討することに

ある。ブロイラー産業は大亘搾油産業，濃縮オレン

ジジュース製造業などとともに， 1970年代に急、速

に成長したアグロインダストりーの一つに数えら

これらは従来の在来型の農業との結びつき

をほとんど‘持たずに，製造業部門の企業が先進国

れる。

製造技術（ブロイラー産業の場合は

さらに経営ノウ・ハウ〕を導入し， 他の事業によっ

て蓄積された資本を導入した多角化のー形態とし

て短期間で拡大した。このような動きは，政府の

補助金，税制上の恩典などを享受したとともあっ

て，農業生産の量・質両面での拡大（向上〕 と農

産物加工品輸出の増加に貢献した。

小稿の構成は，まず第I節でブロイラー産業界

を概観して近代的なブロイラー産業が最初に登場

したサンタカタリーナ州の地理的条件にも触れた

後，第E節では同産業の発展をもたらした需要条

件，第E節では供給条件，とりわけインテグレー

（生産過程の垂直統合化〉に焦点を当て分析ション

を試みる。

（注1〕 Krostitz, W.，“Poultry Development 
in the Developing Countries，＇’ World Animal Re• 

vie日，第52号， 1984年10・12月， 17～23ページ。

『アジア経済』 XXIX-9 (1988. 9) 

から農業技術，

1970年代には多くの発展途上国においてブロイ

ラー産業の興｜径が見られた。 FAOの資料による

と， 1970年代を通じて発展途上国における牛肉，

豚肉，羊肉の生産量の増加率が年平均 3 ～ 4 ！，~ で

あったのに対し，鶏肉の生産量は年平均約8！，立 と

際立って高い伸びを示した〔注 l）。このような結果

がもたらされた背景には，発展途上国における人

口増加と所得の上昇により食肉需要が高まったと

いう需要要因と，在来型の養鶏法とは異なる近代

的な飼養技術を先進国から取り入れたことにより

生産コストの削減が実現し，結果として鶏肉は牛

肉，豚肉よりも相対的に安価で供給されたという

供給要因がある。

ただし，多くの発展途上国では急速な需要の伸

びに生産の増加が追いつかず，圏内消費の一部を

輸入に頼らざるを得なかったのが現実である。そ

のなかでブラジルとタイはすでにある程度の資本

蓄積がなされていた企業〈前者では食肉加工企業，

後者では飼料企業〉がいち早くヒナや飼料の生産か

ら肉のパッキング，流通部門までの生産過程を垂
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I ブロイラー産業界の概観

第 1表は，食肉加工分野の企業の1986年12月決

算でみた上位25社ランキングである。このうち，

ブロイラ一生産を行なっている企業は，フリゴプ

ラス干土（1位：サディアグルーフ。〕，ペルデイゴン・

アグロインドウストリアル社（2位：ぺyレディゴン

グループ〕，サディア・コンコJレディア社（4位：サ

ディアグルーフ・〉， セアラ・インドゥストリアル干土

{7位：ェーリンググループ〉，アビバルネ土（9位〉， フ

ランゴスル社（10位〕，シャペコ一社（11位：シャペ

コーク。ルーフワ，シャペコー・アピコラ社（15位：シ

ャペコーグルーフ。〉， プレンダ社（17位〕， ミヌアノ

社（18位〉，アピコラ・エリアニ干土（23位：：ガイジン

スキーグループ），シャペコー・パラナ社（25位：シ

ャペコーグループ〉の12社である。

このランキングを一覧すると，サディア，ベル

ディゴン，シャペコー，エーリング，ガイジンス

キーなどサンタカタリーナ州を拠点とする企業グ

yレーフ。がブロイラー産業の上位を占めていること

がわかる。しかも，第l図に示されているよう

に，ガイジンスキーグループのアピコラ・エリア

エ社を除いて，これらの企業グループ。の生産拠点

は，サンタカタリーナ州西部に集中している。

サンタカタリーナ州は南部3州の一つであり，

ラ7
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第1闘サンタカタリーナ州のブロイラー企業グループ生産拠点

（出所〕筆者作成。

リオグランデ
ドスル州

ボルトアレグレ

⑨ 

国土面積の1.13f;j:，全人口の3.01~＇.；を占めるにす

ぎない，ブラジルではもっとも小さな州の一つで、

ある。外｜のサイズが小さいにもかかわらず経済活

動における重要度は高く，とくに農業面では鶏，

豚の飼育数と飼料の生産量では国内で有数の畜産

外｜であるとともにリンゴ，タバコ，ニンニクなど

の新しい商品作物では圧倒的な圏内シェアを有し

ている。年間平均気温は約1s0cである。温帯に属

する気候の下では熱帯気候よりもブロイラーの成

育状況が良く，一方ヨーロッバの寒冷地で行なわ

れるようにヒ｝ターで鶏舎を保温することが必要

なほど気温が下がることもないため，生産コスト

面からもブロイラー飼養に適しているといえる。

サンタカタリーナ州西部は19世紀末までは未開

拓地であったが， 1905年にサンパウロチト凶リオグ

ラ8

⑥州告｜；

ランデドスルチI・ほ結ぶ鉄道が敷かれたことを契機

に近隣の州からドイツ系，イタリア系移民および

その子孫の国内移住が起こり，彼らの手により開

拓が行なわれた。サディアグループ，ペルデ、イゴン

グループの創業者もそのような人たちであった。

この地方の農業形態の特色は，地形が山がちであ

ることが自然の障害となって，ブラジルの他地域

で一般にみられる大規模な土地所有形態，および

大規模な農業経営が一般化せず，小規模な家族経

営の農業を主とした発展を遂げたことで，現在で

も農地所有の集中の度合が全国平均と比較すると

かなり低い〈注 1）。

この地方では，元来自給自足型の農業が主であ

り，畜産はラード採取を目的とした養豚以外みる

べきものがなかった。養鶏事業は， 1950年代初め
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成長
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n 

まず需要の側面からマクロの経済要

因がブロイラー産業の展開にどのような影響を与

えてきたかを概観し，次いで1980年代に入って経

済全体のなかで重要度を増してきた鶏肉の輸出に

ついて論ずる。

ここでは，

にサディアグ、ループの創業者アティリオ・フォン

タナがリオデジャネイロ州からコンコルデ、ィア市

にアメリカ原産の肉鶏専用のニューハンプシャ一

種のヒナ500羽を導入したのがその始まりである

位 2）。サデ、イアグループ。の母体となったサディア

．コンコルディア社はそれまでラード製造から始

めてハム・ソーセージ製造まで事業を拡張してい

たが，後にアメリカの養鶏技術および生産の垂直

圏内需要の増大

第2表にみられるように，鶏肉生産はブラジル

において1970年代に急速に増加し，年平均約20院

の高成長率を記録した。鶏（食鶏・採9防護含む）の飼

この地

方の農業の基層を形成していた小農に働きかけて

ブロイラー飼養を広めながらこれを系列下に置い

統合化という経営ノウ・ハウを取り入れ，

このような経営戦略は周囲の他の食肉ていった。

ブラジルでは中国，

ソ連，アメリカの半分足らずの水準ではあるが，日

本を上回る世界第4位の養鶏国である（第2図）。

ブラジルでの食肉需要は，大別すると，牛肉，

養羽数を国際比較でみると，加工企業にも次第に取入れられるようになり，

シャペ1970年代後半にはペルディゴンク守ループ，

コーグループ9が急速な発展を実現した。

タイル製造を中心に成長を遂げたガイジンスキ

山

アヒノレ，等が食用に用いられるが，

これらの消費は季節（たとえばクリスマスの七百鳥

鶏肉，豚肉の3種類にむけられる。他に羊，

七面鳥，羊

7G 

来農産物加工業に深く関わってこなかった企業グ

ループ。が新たな投資先を求めてブロイラー産業に

進出した事例である。綿紡ではラテンアメリカ最

メリアスでは世界第2位の生産規模を持つエ

ーグ、ループ。のアピコヲ・エリアニ社の場合は，
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第2衰

1969 
1970 
1971 
1972 
1973 
1974 

1975 
1976 
1977 
1978 
1979 
1980 

1981 
1982 
1983 
1984 
19:邸

大，

ーリンググループは1972年にセパル・アグロイン

ドゥストリアル社を設立して大豆搾油を中心とす

るアグロインダストリーに進出した。同社は大豆

搾油工場で産出される大豆かすを飼料原料として

サディア・コンコルディア社等のブロイラー企業

に対して販売し，また海外市場に輸出してきたが，

自ら事業をさらに多角化して高収益が期待できる

ブロイラー産業に参入する決定を行ない， 1980年

にセアラ・インドゥストリアル社が創立された。 一
一

ラ9

（注1) サン夕方タりーナ州政府国際交流室での間

取りによる。

Ci注2) Fontana, Attilio, Histbria da minha vi・ 

da，ベトロポロス， Vozes,1980年。
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第2図食鶏飼養羽数の国別割合（1985年〉

（？の

（出所） FAO, Production Yearbook，ローマ， 1985
年版。
（注） 全飼養羽数は約83億羽。

肉〉，あるいは地域により限られたものである。

また，牛肉はブラジル人の食生活の中心となって

おり，豚肉は主としてドイツ系・イタリア系移民

の子孫が多い南部・南東部においてハム，ソーセ

ージ，サラミ，などの加工品として消費される。

鶏肉の消費は，元来採卵鶏を廃肉にしたものや

「抜き雄」が食用に用いられていた程度で，食鶏

の飼養を行なうブロイラー産業は1970年代以前に

ブラジルにおいて定着しなかった。その理由は次

のようなものである。

政府は第2次世界大戦後，食肉の国内供給を確

保しインフレの昂進を防ぐ目的で，牛肉の輸出を

制限するとともに牛肉の生産者価格および消費者

価格を低い水準に統制する政策を採った。鶏肉は

消費者に十分浸透していなかったうえに，この政

策が採られた結果価格が牛肉よりも高いものとな

れ 1960年代末までは需要が伸びず，生産を増や

せる環境にはなかった。ところがこの牛肉偏重政

策の下で， 1970年代に入って，逆に鶏肉の増産体

制への移行を可能にする状況がうまれた。
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ブラジルは1964年の軍事クーデター以降，工業

品の輸出振興とともに賃金・預金元本のインデク

セーションなど，中間層を育成して圏内市場を拡

大する政策を採った。これがひとつの要因となっ

て1968～74年の聞に「ブラジルの奇跡」と形容さ

れた年平均9.6』t下の GDP高成長率を記録した。

1973年の第1次石油ショックはブラジル経済に少

なからず打撃を与えたが，政府は「第2次国家開

発計画」の下で多額の対外借入による資金調達を

行ない，大型プロジェクト向け公共投資を大幅に

拡大することによって， 70年代後半においても年

平均6広近い GDP成長率を維持した。このよう

な1970年代の経済成長を背景にして 1人当り所得

が増大したことにより，民間部門のl人当り消費

は70～75年の聞に年平均6.6~ti:, 75～80年の聞に

年平均5.4苦手と高率で増加した。消費の拡大にと

もなう食肉需要の増大が急であったため，政府の

価格統制を受けて生産水準を落としていた肉牛飼

育業者は需要拡大に対応して増産体制を整えるの

に数年を要し，鶏肉はこの時発生した需給ギャッ

プを浬めるかたちで市場を獲得していった。この

結果，元来鶏肉消費量が少なかったこともあうて

その伸びは急速なものとなり， 1人当り年間鶏肉

消費量は1964～66年と75～77年の聞の約10年間で

倍増したく第3表）借り。

1980年代前半は，高インフレ下において引締め

基調の政策が採られた結呆l人当り所得および消

費が減退したため，鶏肉の圏内需要は83,84年と

低迷した。しかし， 1985年の民政復帰後は，引締

め緩和による民間消費の拡大がみられた。とりわ

け， 1986年2月末に政府が着手した「クルザード

計画」では，当初実質賃金を8広引上げたうえで

物価を凍結したため一気に消費熱が高まり，食肉

需要も再び急速に回復した。この時にも，肉牛飼
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育業者は牛肉の統制価格は生産コストに見合わな

い水準であると反発して牛の屠殺を停止し， 1970

年代に発生した牛肉供給不足と同じ状況が生ま

れ， 86年の鶏肉の 1人当り消費量は対前年比で

22. 7f：.：と急激に増加した。政府は，国内市場の食

肉需要を満たすことを優先し， 1986年最終四半期

には，一時的に鶏肉の輸出を禁止する措置を採っ

た（注2〕。

鶏肉消費の拡大は以上のような経済全体の需要

の拡大とともに，次のような社会構造の変化とも

関わっている。

1960年代後半から工業化が急速に進展し，サン

パウロ市， リオデジャネイロ市，などの大都市へ

の人口集中がひきおこされた。筆者の間取り調査

によると，現在でこそ世界でもっとも人口調密な

都市の一つに数えられるサンパウロ市でも， 1960

年代前半までは各家庭の小さな鶏舎で数羽の鶏を

飼育し，その日に消費する鶏卵，鶏肉を入手する

という農村型の生活様式を保っており，それゆえ

新鮮な肉が好まれ，冷凍肉は敬遠されがちであっ

た。しかし，急速な工業化・都市化の進行にとも

なう居住空間の狭小化・アパート居住の一般化に

より生活様式は都市型へと変容し，スーパーマー

ケットで冷凍鶏肉が買われるようになった。ま

た，夫婦共働きの増加や，冷凍冷蔵庫が一般家庭

に普及したことも冷凍鶏肉の需要の増加を助長し

たといえる（注3）。

このように民間消費の拡大とともに食肉需要が

高まった一方，政府の不適切な価格政策が引き続

き採られたことが牛肉生産者に対するデ、イスイン

センティブとなって牛肉の供給不足を生みだした

こと，および社会構造の変化にともなって消費行

動が変容したことを背景に鶏肉の需要が急速に増

加したことがブラジルにおいてブロイラー産業が

短期に急、成長を遂げた需要サイドの要因であっ

た。

2. 鶏肉輸出の急伸

これまでみたように，ブラジルのブロイラー産

業は国内市場の拡大に伴って発展を遂げてきたと

いえるが，輸出は生産の増大とともに生産性が上

昇して価格競争力が強化された結果であり，当初

から輸出指向の産業ではなかった。しかし， 1975

年の輸出開始以後，政府の工業品輸出拡大戦略の

一環としてブロイラー産業は輸出補助金の思典を

受けて70年代末から80年代初めにかけて他に類を

見ない急速な輸出の拡大を実現し（第4表〕， 85年

の実績でみるとブラジルはフランスに次いで世界

第2位の鶏肉輸出国となったく第5表〉。

第4表ブラジルの鶏肉輸出の推移

，~， 00ツク円トント守）i日100万ド川戸｜格トン（当ドルり耐ノ｜比撃出繍（%〉
1975 3.5 3.3 n. a. 
1976 19.6 19.6 996.38 0.19 
1977 32.8 31. 6 961. 71 0.26 
1978 50.8 46.9 922.59 0.37 
1979 81.1 81. 1 1,000.64 0.53. 
1980 168. 7 206. 7 1,225.10 1. 03 

1981 354.3 1,205.35 1. 52 
1982 285.5 945.93 1. 42 
1983 289.3 242.2 1. 11 
1984 2思0.3 263.6 940.25 0.98 
1985 277.1 242.9 876.3-4 0.95 

（出所） CACEX; Banco do Brasil S. A., Co明ふ
rcio exterior，リオデジャネイロ， 1976～85年版。
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第5表鶏肉世界貿易量と国別内訳 (1985年〉
（単位： t)

輪入 ｜ 輸出

国名 ｜輸入量｜ 国名 ｜輸出量

世界 j 1, 5附 841 世界 11，肌側
西ドイツ I 21s, 606 I フランス I 307,750 
サウジアラビア｜ 1s1, 641 I ブラジル I 278,655 
ソ連 I 141, 156 Iアメリカ I 217,049 
日禾 I 105,292 Iオランダ I 199,560 
イラク I 75,ooo I ハンガリ二J158,244 
（出所） FAO, Trade Yearbook 1985，ローマ， 1985

年。

1973 
1974 
1975 
1976 
1977 
1978 
1979 

1980 
1981 
1982 
1983 
1984 
1985 

第6褒 日：本の鶏肉輸入の構成
（単位： t)

（輸入合性竺ヵi タ~中目［ブラジル
24,031 9,282 
24,258 10,261 
20,830 11, 797 
36,951 23,558 
46, 125 31,777 
59,813 37,995 
I 70,071 39,437 

70, 2561 40, 597 
97, 9971 58, 982 
102, 927, 55, 328 
100, 5751 64, 121 
103, 700; 50,800 
100, 400: 46, 600 

135 8,872 
337 5,040 
367 5,903 
2,207 4,840 
4,236 4,737 
9,263 8,662 
14, 157 12,492 

17,431 12,843 
26, 402 13, 513 

21, 353 12,853 
30, 000 12, 100 8, 
35,300: a, 300 12, 

一一一

600 
900 
900 

（出所） 宋蹟昭「タイにおけるアグリビジネスの展開
一一飼料・ブロイラー産業の6大クVレープー－J
（滝川勉編『東南アジアの農業技術変革と農村社
会』アジア経済研究所 1987年）。

ブラジノレの鶏肉輸出相手国として，かつては中

東諸国と並んでソ連が重要な市場であったが（19

S2年に鶏肉輸出額全体の13.6f与を占めていた）， 83年以

降はその比率は急速に低下し， 85年には鶏肉輸出

量全体の80広強はサウジアラビア，イラク，イラ

ン，エジプト，など中東諸国市場向けに「冷凍屠

体」を中心として輸出された。また1980年代初め

から部位肉の輸出が日本およびイタリア，スイ

ス，西ドイツなど西欧諸国向けに行なわれるよう

になった（注的。

対日輸出は1983年に始まり，第6表にみられる

ように85年にはブラジル産鶏肉が日本の鶏肉輸入
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合計の12.拡を占めるまでに急速にシェアを拡大

し，ブラジル但I］からみれば85年の対日鶏肉輸出は

1万3000トンで全体の約5i&平を占めた。日本に輸出

されているのはほとんどが部位肉で，「上もも肉」

「骨付きもも肉」「むね正肉」などと日本語で印

刷されたビニール袋に詰めて輸出される。串に刺

した「焼き鳥」や唐揚げに用いられる「チューリ

ップ型」など，より加工度の高いものを日本企業

の要請に応じて生産し，輸出するといった努力も

続けられている。

しかし，ブラジルの鶏肉輸出は次のような問題

点を抱え，ここ数年伸び悩みの傾向にある〈注5〕。

第1に，アメリカ，フランスなど競合関係にあ

る先進諸国が，鶏肉輸出に対してブラジルよりも

多額の補助金を与えることによって価格競争を挑

んできていることである。特にアメリカは輸出拡

大計画（ExportEnhancement Programme: EEP) 

の下で， 鶏肉輸出に対して 1トン当り最高700なの

補助金を支給しており，これに対してフランスな

どEEC圏の鶏肉輸出国も輸出補助政策を強化し

ている。このため， 1980年代に入って，鶏肉の輸

出価格は低下傾向にある。

第2に，鶏肉に限らず食肉全般について政府の

強い介入が存在することである。政府は圏内の食

肉需要を満たすことを優先しており，鶏肉に対す

る需要が急激に高まった場合，あるいは，代替関

係にある牛肉の供給が不足した場合に，鶏肉の輸

出に対して数量制限，または全面禁止措置といっ

た介入を行なう。こうした輸入に伴う不安定要因

は継続的な輸入を希望する輸入相手先の強い不信

感を招く結果となる。実際， 「クルザード計画」

が実施された1986年の第4四半期には牛肉の著し

い供給不足から鶏肉への需要が加熱し，政府は鶏

肉の輸出を一時禁止した。その聞に中東市場を多
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額の補助金の恩恵を受けたアメリカ産鶏肉に奪わ

れてしまい，現在，シェアの回復に苦慮してい

る。

第3に，ブラジルの鶏肉輸出企業は日本市場で

のシェア獲得について，輸送費が高くつくために

アメリカやタイに対して非常に不利な立場にある

ことである。中東市場での競争が激化しているた

め，ブラジルのブFロイラー産業はこれに代わる市

場として日本市場への関心を強めているが，アメ

リカから日本までの輸送費がブラジルからよりも

鶏肉1トン当り約笈旧な安いため， 日本市場におけ

る価格競争面でブラジルのブロイラー産業は苦戦

を強いられている。また，現地での間取り調査で

は，日本市場は製品に対する要求が多く，特殊なカ

ットを行なうための特別な生産ラインの設置・労

働者の技能向上などさまざまな追加的生産コスト

がかかるにもかかわちず取引量が少ないためなか

なか採算が合わない，といった不糊が聞かれた。

第4に，これまでブラジルの鶏肉の主要な輸出

相手国であった中東諸国などでもブロイラーの生

産が徐々に活発化してきており，これらの国々で

は輸入量が漸減傾向にある。

このようにブロイラー産業の今後の輸出拡大の

可能性lこ関連して，先進国とブラジルでの政府聞

の補助金についての調整，および政府の介入の見

直しなど，企業レベルを超えた問題が存在してい

る。

〔i注1) IPEA;IPLAN, Tecnologia moderna pa・

ra a agricultura, Vol. I II: a ind白stri・anacional 

de rafoes balanceadas e concentrados, Serie es-

tudos para o planejemento 20, プヲジリ 7, 1978 

年。

〈注2) Pノレザード計画の鶏肉部門に対ずる影響に

ついては＋ヂィアグループ，ベノレディゴングループの

証券取引餐員会提出資料を参考にした。

〈注3) ブラジル食品工業会（ABIA〕での間取り

による。

〈注4) Monthly Letter, Banco do Brasil，第

76号， 1985年4月。

（注5) Gazeta mercantil, 1988年3月4目。

皿 ブロイラ一生産の垂直統合

ここまでブラジルにおいてブロイラー産業の成

長を促した需要サイドの要因をみたが，ここでは

供給サイドで重要な役割を果たした「生産のま垂直

統合化J（ブロイラー・インテグレーション）につき整

理を行なう借り。

ブロイラーの生産は，大別すると，（1）素ピナの

生産（育種段階）， (2）飼料生産，（3）ブロイラーの飼

養，（4）プロイラーの処理・解体・加工・冷凍，（5)

商品の流通，の順で行なわれる。垂直統合化と

は，この一連の生産工程を個々の経済主体がそれ

ぞれのイニシアティプの下で行なうのでなく，特

定の企業が中核（インテグレーター〉 となって系列

下におこうとするもので， 1930年代にアメリカで

確立し，以来，多くの園で一般化した。この場

合，垂直統合体制の中核となる経済主体は固によ

って異なり，タイでは飼料メーカー，日本では巨

大商社〈当初は水産加工企業〉，ブラジルでは食肉加

工メーカーが主たる担い手となった。ブラジルで

のブロイラー・インテグレーションの形態はおお

むね第3図に示したようなものであるが，他国の

ケースと比較して際立った特色は，飼料生産に進

出している食肉加工企業が，さらに飼料工場に原

料〈大豆かすなど〉を提供する搾油産業をも系列化

している点である。

なぜこうした統合が起こるのであろうか。統合

する側の利害としては，飼料メーカーにとって養

鶏は最大の飼料消費産業であり，養鶏農家との間
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第3図 ブラジルにおけるブロイラ一生産垂直統合

A 永
ハイブリソドひな

品川キ
L- • ‘－－ーーーー・ーーーー一一・・・・ーー，

骨・ 11•i1河

屠体・部付l勾
E足先会社

い・一一ーーーー ーーー・・ーー』ーーーー一一一ー企業グループーーーーーーーー一一一一一ー一一一一一一」

（出所〕 筆者作成。

に契約関係を結んで供給先を確保する必要があ

る。一方食肉加工企業の立場からみれば，いかに

安い生烏を継続的かっ安定的に確保するか，さら

にはいかに安い飼料と飼料要求率の低い素ピナ，

種鶏を確保するかが最大の関心事となる〔注2〕。ま

たいずれの場合についても市場での取引きコスト

を統合化によって節約することができるυ

それでは，インテグレーションの形態が国によ

り飼料の需要先の排他的確保をめざす飼料企業に

よる前方連関型と生鳥の継続的・安定的確保とコ

スト削減を目的とする食肉加工企業による後方連

関型という違いを生じるのはなぜか。との点につ

いては， 「統合化の担い手は誰が原種・種鶏を輸

入するかにつとに関係してくる」借りとされてい

るが，どの生産段階がもっともヒナを支配する必

要に駆られるか，という問題に関わり，それが各

国の農業構造の相違により異なるためであろうと

考えられる3 これは非常に重要な点であり，稿を

改めたいと思うっ

ヒナが重視されるのは，ブロイラー産業で常に

最大の焦点となるコスト削減がヒナの性質の善し

悪しに大きく影響されるからである。そこでは可

能な限り飼料投入量を少なくし，最も短期間で－
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定の大きさに成長するヒナが求められるが，こう

した性質を併せ持ち，しかもオートメーション化

された生産ラインでの大量生産に適した肉質が斉

ーな（選別の必要がない〉品種は在来穏では存在し

ない。そこで，家禽遺伝学（最新育種技術）を駆使

して人工的に「ハイブリッド種」（一代雑種〉をつ

くりだす研究・開発にカ点が置かれ，そこでの成

果いかんで生産性に大きな差異が生じることにな

る。以下に，ブラジルの事例に即してブロイラー

．インテグレーションを説明しよう。

(1) 素ビナの生産（育種段階〉

各々ある特定の優れた性質を示す純粋系統の鶏

（原々 種鶏： GGP）を掛け合わせて原種鶏（GP）を

生産する。この原種鶏生産は莫大な開発資金と長

期の研究期間を必要とするため参入が容易でな

く，現在アメリカのアーパーエーカーとハパー

ド，およびオランダのユーリプリッドの3社によ

る世界規模の寡占市場が形成されている〈出〉。ブ

ラジルにおいて欧米からこのような原種鶏のヒナ

を輸入したのは，それまで豚肉加工（ハム・ソーセ

ージなど製造〕を中心に行なっていた食肉加工資本

であった。

このヒナは食肉加工企業所有の直営農場で飼養
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され，採取した有精卵をふ化させ，これが種鶏

(PS）となる。農家に供給される素ピナ（CS）は，

さらにこの種鶏から採取した有精卵をふ化させた

1日齢のものである。

(2）飼料生産

農家に提供される飼料は，各企業クキループが導

入しているヒナの飼養に適したものを系列下企業

で生産する。ブラジルにおいてはブロイラー企業

グ、ループが搾油工場や製粉工場を系列下において

いることが多いが，飼料工場ではこれらから副産

物として産出される大豆かす，小麦ふすま，およ

び肉処理工場から廃出される骨，屑肉などを冷凍

・粉砕したものをとうもろこしに混入する。ブロ

イラー向け飼料の成分は企業グループにより異な

るが，平均的に，とうもろこし〔63f~j:），大豆かす

(15g五）が主要成分である他的。 ブロイラー産業が

飼料の原材料として大量に消費するとうもろこし

は市場調達に頼っており，その価格の上下が生産

コストに大きく影響を与える（注6）。

(3) ブロイラーの飼養

企業は農家に対して上述の 1日齢の素ビナを供

給するとともに飼料，防疫手当て，鶏舎の整備を

行なうための資金の融資，および細かい生産技術

指導など，ブロイラー飼養に必要な投入財・サー

ビスを一つのパッケージとして提供する。垂直統

合傘下にある農家では，通常1万羽以上の多数羽

飼養が行なわれるが，それだけに飼養中に病気が

発生する危険が多くなるため，農家では入雛，出

荷を一斉に行ない，出荷後空になった鶏舎を清掃

・消毒した後に次の入雛を行なうという「オール

イン・オールアウトJと称する飼養方法を採って

いる（注7）。

ハイブリッド種ヒナの利用による生産効率の上

昇を1975年と82年の比較でみてみよう他的。 1975

年にはブロイラー l羽の成育期聞は平均62日間

で，そのあいだに4.56奴の飼料を必要として1.81 

拐の肉を生産していたが， 7年後の82年には成育

期間，飼料消費量をそれぞれ54日， 4.25拐に引下

げつつ， l羽のブロイラーから1.88拐の肉を生産

することに成功した。 これを飼料要求率（肉1拐

を生産するのに必要な飼料の量）でみると， 1975年の

2.52から82年には2.26に低下し，すなわち， 7年

間で鶏肉1担当り0.26拐の飼料を節約したことに

なる。 1982年の鶏肉生産量が約160万トンであるか

ら，単純に計算しでも， 40万トンを上回る飼料を節

約したことになり，ヒナの生産から肉の冷凍パッ

キングまでの鶏肉の生産コストの約5略Fを飼料費

が占めることを考えると，これがいかに大きなコ

スト削減をもたらしたかがわかる。

食肉加工企業と養鶏農家との聞は数年にわたる

契約関係で結ぼれている。農家は鶏舎および労働

力を企業に対して提供し，その見返りとして市場

の好不況に関係なく，標準的な成績であれば， 1 

羽当り，あるいは鶏肉l奴当りいくらかの，月給

に相当する飼養料金を受取る。これにより，農民

にとっては相場の変動によって大きな利益を得る

という「うまみ」はなくなるが，販路を確保する

ことにより安定した収入を期待できる。

企業にとっては，飼養期間の短いブロイラーは

素ビナの供給量を調節することによって生産量を

調整することが容易であると同時に，ブロイラー

の肉を均質化するよう管理がいき届くため，生鳥

を市場調達するよりも歩留まりがよく，結果的に

コストの削減につながる。また企業はブロイラー

に病気が発生した場合のリスクを農家に転嫁でき

るため，直営農場で直接生産を行なうよりもこう

した委託生産による系列化が選好される。

(4) ブロイラ｝の処理・解体・加工・冷凍

6ラ
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農家で約50日間飼育されたブロイラーは食肉加

工資本が所有するトラックによって工場に搬入さ

れる。生産ラインに乗せられたブロイラーは，電

気ショックで屠殺された後，解体され， 50～60°c

の湯で熱処理を加えられて冷蔵（5℃）・冷凍（ー12

～－18℃〉される〈注9）。処理能力は工場の規模によ

り異なるが，最大級のもので1日当り約2万2000

羽の処理能力を有する。生産設備は，交換部品の

入手が容易であることから国産の機械が使われる

ことが多くなったが，初期にはイタリア製，西ド

イツ製の設備が利用されていた。

(5) 商品の流通

ブラジルのブロイラー企業グループ。の大手は，

自社所有の冷凍トラックで第三者を介さずに大規

模なスーパーマーケットを中心にブラジル全国に

製品を輸送している。これによって小売店に搬入

するまでは品質を自社の管理下におくことができ

る。しかし，どのグループもいまだ小売部門ある

いは外食産業を統合化するに至っておらず，この

点について垂直統合化は未完成であるといえる。

（注1) 以下の記述で参考にした文献は次のとおり

である。末虞日召「タイにおけるアグリピジネスの展開

一一飼料・ブロイラー産業の6大グループ一一」（滝川

勉繍『東南アジアの農業技術変革と農村社会』 7ジア

経済研究所 1987年〉／小林茂典「アメリカにおける

ブロイラーイ γテグνーション」（『大学院紀要.!lC法

政大学〕第11号 1985年〉／吉田忠「畜産経済の流通

構造』 ミネノレヴァ書房 1974年。

（注2）末演向上論文。

（注3〕 向上論文。

（注4）小林前掲論文3

（注5) !PEA ; IPLAN，前掲番。

（注6) 1982年以降の鶏肉生産の伸び悩みは，南部

における洪水の被害によりとうもろこしの大幅な減産

に見舞われ，飼料価格が押上げられたことによるもの

である（ベルデイゴソ社での間取り〕。

（注7) 国際協カ事業団「ブラジルの養鶏ハY ドプ
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ツ p」業務資料 No.556 1980年。

（注8) Nogueira Junior, Sebastiao他， Consid-

era<;iJes sobre a agroindustria do millw，サγパウ

ロ， Institutode Economia Agricola, 1987年。

（注9) サデイ 7 ・コシコノレディ 7社証券取引委員

会提出資料。

おわりに

これまでみたように，ブラジルのブロイラー産

業が1970年代に急速な発展を遂げた背景には「奇

跡」の経済成長により所得が増加した時期に牛肉

の供給不足と生活様式の変化に関連して鶏肉の需

要が増大したこと（需要要因〉と，ブロイラー飼養

技術の近代化とインテグレーションの普及により

大量生産とコスト削減が可能となったため，鶏肉

が安価で供給されるようになったこと（供給要因）

を指摘しうる。冒頭で述べたように，このような

現象は多くの発展途上国でみられ，ブロイラー産

業の興隆をもたらしたが，ブラジルにおいては需

要の拡大が急であり，最新の養鶏技術とインテグ

レーシヨンの導入が第I節でみたように先駆的な

食肉加工企業によって早くから積極的に行なわ

れ，他の食肉加工企業や新たな投資先を求めてい

た大企業グループ。も同様の経営戦略をとったた

め，需要・供給両面の要因がより強く働いたもの

と考えられる。

小稿ではブラジノレでとちれたインテグレーショ

ンの特質が必ずしも十分に明らかにされなかっ

た。今後の検討課題としていずれ稿を改めたいと

思う。 （アジア経済研究所総合研究部）

〔付記〕 本稿は「ラテンアメリカの企業と経営」研

究会（1987年度〉の成果の一部である。原稿の段階で

多くの方々から貴重なコメントをいただいた。ここに

深甚なる謝意を表したい。


